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研究成果の概要（和文）：本研究は，覚醒剤事犯者に対する保護観察処遇の発展のため，法務省保護局の協力の
もと，長期間の再犯データの分析，事例研究及び質問紙調査を行い，動機づけと薬物再犯の関連を検討した。ま
た，覚醒剤事犯者の保護観察処遇における地域関係機関との連携上の留意点を論じるため，自助グループや医
療・福祉関係機関の専門家に面接調査を実施した。研究の結果，覚醒剤事犯者の語りや自己認識ではなく，行動
面に現れる動機づけの高さが，薬物再犯の抑制と関連することが明らかになった。面接調査から，保護観察官と
関係機関の専門家の連携においては，互いの職務に関する相互理解と尊重が重要であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Our studies examined the association between motivation and drug-related 
recidivism via analyses of longitudinal recidivism data in addition to case studies and 
questionnaires regarding motivation. Interviews were conducted with professionals from treatment and
 support facilities in the community discussing how to facilitate collaboration with probation 
officers to promote drug users’ recovery. The results showed that higher motivation for amphetamine
 users to remain abstinent was significantly associated with lower drug-related recidivism, 
especially when observed in behavior rather than in verbal communication or self-report measures. 
Furthermore, the interview findings demonstrated that mutual understanding and respect between 
probation officers and professionals in the community are prerequisites for effective collaboration.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国では，欧米に比し，保護観察に付された覚醒剤事犯者の再犯を減少させうる，処遇内外の要因に関する研
究が乏しい。こうした研究状況の中で，長期間の再犯データという，得難い貴重なデータの分析をはじめとした
研究を実施し，覚醒剤事犯者の行動面に現れる動機づけと薬物再犯の関連を明らかにした本研究は，学術的に先
進的なものであると位置づけられる。さらに，本研究は，地域における継続的サポートとその充実の重要性を指
摘し，保護観察処遇における地域関係機関との連携上の留意点を具体的に論じており，覚醒剤事犯者の薬物再犯
防止を目指した社会内処遇の発展のために，実践上及び社会的に高い意義を有する。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国においては，犯罪者の再犯対策が強く求められており，特に再犯率が高い覚醒剤事犯

（自己使用）者に対する保護観察処遇の充実は急務である。加えて，平成 28 年 6 月から実施さ
れている刑の一部の執行猶予制度においては，薬物事犯の保護観察対象者には，受刑を反復し
ているか否かを問わず，1 年から 5 年の期間にわたる長期の保護観察を実施し，改善更生を図
ることが求められている。 
欧米諸国では，保護観察に付された薬物使用者に対する処遇プログラムの効果について，再

使用や再犯の有無を踏まえた検証研究が行われてきている。しかし，欧米と比べ，我が国では，
覚醒剤事犯者に対する保護観察の処遇プログラムの効果検証や，効果に及ぼす処遇内外の要因
に関する研究が乏しい。 
研究開始に先立ち，我々は，国内外の研究状況を概観した上で，保護観察における覚醒剤事

犯者処遇プログラムの効果測定研究が喫緊の課題であり，効果測定は長期にわたる再犯の追跡
調査に基づいてなされなければならないと論じた（羽間・勝田，2014；勝田・羽間，2014）。
さらに，保護観察における専門的処遇プログラムの効果をもたらす主な要因として考えられる
のは，(a) 認知行動療法プログラム，(b) 保護観察対象者の動機づけ，(c) 保護観察官と保護観
察対象者の関係であるとした。その上で，保護観察における覚醒剤事犯者処遇プログラムの効
果は，これらの主要な 3 要因を独立変数とし，再犯の有無を従属変数として検証されるべきで
あることを指摘した（羽間・勝田，2014；勝田・羽間，2014）。 
 
２．研究の目的 
本研究は，保護観察に付された覚醒剤事犯者の再犯を減少させうる保護観察の処遇内外の要

因を明らかにし，再犯予防に向けた，より実効性ある保護観察処遇の留意事項を論じることを
目的とした。 

 
３．研究の方法 
法務省保護局の承諾及び保護観察所長の協力を得て，以下の研究を行った。 
 
(1) 保護観察を受けた覚醒剤事犯者の再犯データ分析 

① 覚醒剤事犯者処遇プログラム導入前の平成 19 年に保護観察が開始された覚醒剤事犯者，
ならびに，同プログラムが導入された後の平成 21 年に保護観察に付された覚醒剤事犯
者の，保護観察開始後 5 年間の再犯受刑データを収集し，統計的分析を行った。 

② より長期間の再犯調査を行うために，平成 15 年に保護観察が開始された覚醒剤事犯者
の情報を収集し，10 年間の再犯受刑データを調査し，統計的分析を加えた。 

 
(2) 覚醒剤事犯者の動機づけの程度に着目した事例研究 
覚醒剤事犯者処遇プログラム場面での保護観察対象者の動機づけを評定する尺度を開発した。

複数の保護観察官の参加を得て事例研究を行い，同プログラムのうち，保護観察官が連続して
5 回行うコアプログラムの各セッションについて，動機づけの程度を評定した。 

 
(3) 覚醒剤事犯者処遇プログラム受講前後での，保護観察対象者の自己効力感や動機づけの

変化に関する質問紙調査 
インフォームドコンセントが得られた保護観察中の覚醒剤事犯者を対象に，覚醒剤事犯者処

遇プログラムのコアプログラム受講前及び受講後に，自己効力感や動機づけを測定する質問紙
調査を実施した。 

 
(4) 保護観察処遇における，関係機関との連携上の留意点を検討するための面接調査 
覚醒剤事犯者の保護観察処遇における，関係機関との連携上の留意点を検討するために，自

助グループや医療・福祉関係機関の専門家への面接調査を行い，その結果を踏まえた議論を行
った。 
 
４．研究成果 

(1) 保護観察を受けた覚醒剤事犯者の再犯データ分析 
① 平成 19 年と平成 21 年に保護観察を開始した覚醒剤事犯者約 9,000 人の属性と，保護観

察開始後 5 年間の再犯受刑の情報を収集した。保護観察付執行猶予者と仮釈放者のい
ずれについても，任意の簡易薬物検出検査を受検していること，すなわち，覚醒剤事
犯者の動機づけが，薬物再犯を抑制する要因であることを明らかにした。研究成果の
一部を国内外の学会にて発表した。 

② 平成 15 年に保護観察が開始された覚醒剤事犯者（仮釈放者と保護観察執行猶予者）約
5,900 人の情報を収集し，10 年間の再犯受刑を追跡調査した。これらのデータを分析し
た結果，より若年であること，受刑回数が多いこと，刑期が長いこと，仮釈放期間が
短いこと，精神障害の診断を有することが，薬物再犯のリスクを有意に増加させるこ
とを明らかにした。研究成果の一部を国際学会で発表した。 

 



(2) 覚醒剤事犯者の動機づけの程度に着目した事例研究 
犯罪臨床の実務家等の協力を得て，保護観察所の処遇プログラムを受講した覚醒剤事犯の保

護観察対象者 37 人について，事例研究を行った。具体的には，動機付けの評定尺度を開発し，
覚醒剤事犯者処遇プログラムのコアプログラムの 5 つのセッションごとに，動機づけの評定を
実施した。分析の結果，言語面に着目して評定した動機づけではなく，行動面に着目して評定
した動機づけが，薬物再犯の抑制と有意に関連することを見出した。動機付けの評定尺度の開
発過程を論文化した。 

 
(3) 覚醒剤事犯者処遇プログラム受講前後での，保護観察対象者の自己効力感や動機づけの

変化に関する質問紙調査 
覚醒剤事犯者処遇プログラムのコアプログラム受講前後で，保護観察対象者の自己効力感及

び動機づけを測定する質問紙調査を行い，67 人分の情報を得て分析した。その結果，同プログ
ラムの前後で，自己効力感及び動機づけに有意な変化はみられなかった。さらに，同プログラ
ム受講後の自己効力感及び動機づけと，薬物再犯との間には，有意な関連はみられなかった。 

 
以上の (1) の①，(2)， (3) の結果から，覚醒剤事犯者処遇プログラムを受講した保護観察対

象者の語りや自己認識ではなく，行動面に現れる動機づけの高さが薬物再犯の抑制と関連する
ことが明らかとなった。また，(1) の②の結果から，薬物再犯を減少させていくためには，地
域における継続的サポートとその充実が重要であると考えられた。 

 
(4) 保護観察処遇における，関係機関との連携上の留意点を検討するための面接調査 
覚醒剤事犯者の保護観察処遇における関係機関との連携上の留意点を検討するために，ダル

ク及び医療・福祉関係機関の専門家への面接調査を行った。その結果，連携の目的の明確化，
相互理解と尊重，本人の回復支援についての継続的な話し合いなどが，よりよい連携のために
重要であることを明らかにし，論文化した。 

 
本研究の成果は，論文化や更生保護関係者等への研修を通して伝達してきた。研究成果を保

護観察処遇に活かしていくことが，今後の課題である。 
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